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２
月
９
日
（
木
）、
全
消
協
単
協
代
表
者
会
議
が
東
京
都
・
ベ
ル
サ
ー
ル
半
蔵
門
で
開

催
さ
れ
、
全
1
1
8
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
自
治
労
か
ら
総
合
組
織
局
・
青
木
雄
次
局
長
、
主
催
者
を
代
表
し
て
全
消
協
・

須
藤
洋
典
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
自
治
労
本
部
総
合
政
治
政
策
局
・
徳
永
佳
紀
政
治
局
長
よ
り
「
消
防
職
員

の
政
治
活
動
〜
で
き
な
い
こ
と
は
極
々
わ
ず
か
」
と
題
し
、
自
治
労
と
政
治
活
動
の
関

わ
り
お
よ
び
、
政
治
活
動
と
選
挙
活
動
に
つ
い
て
、
ま
た
政
治
活
動
を
行
う
上
で
の
注

意
点
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
佐
藤
昭
徳
副
会
長
よ
り
「
全
消
協
活
動
報
告
」
と
し
て
、
総
務
省
消
防
庁
・

自
治
労
・
全
消
協
間
の
定
期
協
議
や
、
総
務
省
消
防
庁
へ
の
要
請
行
動
に
つ
い
て
の
説

明
と
報
告
お
よ
び
、
定
年
年
齢
の
引
上
げ
に
関
す
る
総
合
研
究
委
員
会
の
進
捗
状
況
の

報
告
と
あ
わ
せ
て
、
消
防
職
員
委
員
会
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
活

発
な
質
疑
お
よ
び
提
起
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
会
場
を
東
京
都
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
に
移
し
、
自
治
労
消
防
政
策
議

員
懇
談
会
と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
自
治
労
消
防
政
策
議
員
懇
談
会
の
議
員
74

人
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
設
定
し
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ

て
い
る
議
員
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
職
場
の
抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
定
年
年
齢

の
引
上
げ
、
救
急
需
要
の
逼
迫
、
そ
の
他
各
職
場
の
職

場
環
境
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
、
個
別
具
体
的
に
直
接
意

見
交
換
し
、
今
後
に
つ
な
が
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

PSI-JC「救急現場の現状と課題」意見交換

単
協
代
表
者
会
議
開
催

自
治
労
消
防
政
策
議
員
懇
談
会

の
議
員
と
意
見
交
換
会

【
目
的
】

　

日
常
業
務
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
対

応
に
よ
り
、
救
急
患

者
を
搬
送
す
る
消
防

職
員
お
よ
び
病
院
職

員
は
、
過
酷
な
環
境

下
で
の
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
限
ら
れ
た

人
員
で
感
染
に
留
意
し
な
が
ら
の
処
置
、
救
急

搬
送
先
の
調
整
な
ど
過
重
労
働
に
よ
り
救
急
現

場
で
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
多
く
の
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｉ

-

Ｊ
Ｃ
に
加
盟
す
る
自
治
労
、
ヘ
ル

ス
ケ
ア
労
協
、
全
消
協
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
、
現
状
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、

課
題
解
決
の
糸
口
を
共
有
す
る
。

【
質
問
内
容
】

①
病
院
に
お
け
る
、
コ
ロ
ナ
前
後
で
の
対
応
の

変
化
に
つ
い
て

②
病
院
内
で
の
コ
ロ
ナ
禍
の
苦
労
に
つ
い
て

③
病
院
内
で
の
人
員
の
確
保
方
法
に
つ
い
て

④
医
療
現
場
か
ら
一
般
市
民
に
向
け
て

⑤
医
師
か
ら
救
急
隊
員
に
対
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る
か

⑥
看
護
師
か
ら
救
急
隊
員
に
対
し
て
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る
か

⑦
救
急
隊
員
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
見
聞
き

し
た
こ
と
が
あ
る
か

　

以
上
に
つ
い
て
、
自
治
労
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
労

協
、
全
消
協
が
意
見
交
換
を
行
い
、
お
互
い
に

理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア

労
協
か
ら
は
救
急
現
場
の
実
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
是
非
今
後
も
課
題
共
有
の
た
め
に
継
続

し
て
行
っ
て
い
き

た
い
と
の
お
話
も

い
た
だ
い
た
。
全

消
協
と
し
て
も
、

医
療
機
関
か
ら
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

根
底
に
あ
る
人
員

問
題
や
過
酷
な
環

境
下
で
の
労
働
環

境
に
つ
い
て
共
有

す
る
こ
と
が
で
き

た
。

開催日時　 2023年3月28日（火）
11：00～13：30

開催場所　東京都・自治労会館
出 席 者
〈自治労〉
平山 春喜　　衛生医療局長
原生 健作　　長崎県立病院（看護師）
荒川 修児　　茨城県立病院（看護師）
山田 公治　　茨城県立病院（診療放射線技師）
高本 麻衣　　兵庫県明石市立市民病院（看護師）
〈ヘルスケア労協〉
上間 正彦　　会長（全済労）
長野 裕幸　　副会長（日赤労組）
佐々木 伸樹　事務局長（日赤労組）
関根 康雄　　事務局次長（全済労）
田村 久実子　中央委員（全済労）
大島　康　　 全済労福岡病院支部
〈全消協〉
須藤 洋典　　会長
田立　理　　 事務局長
永楽 勝久　　ユース部代表
吉永 紗弓　　女性連絡会代表
金川 和生　　越谷市消防職員協議会
池田 衣智子　越谷市消防職員協議会
田口 祐資　　越谷市消防職員協議会
佐藤 愛郎　　大分県消防職員協議会
〈PSI-JC〉
榎本 朋子　　事務局長
窪田 摂子　　事務局
石橋 佐枝子　事務局支援

同
日

開
催

講演する徳永政治局長

単協代表者会議

自治労消防政策議員懇談会

須藤会長（左）と田立事務局長（右）

意見交換会の様子

北海道ブロックの参加者と
北海道選出議員との集合写真
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２
月
15
日
（
水
）
〜
16
日
（
木
）

の
２
日
開
催
で
大
阪
府
大
阪
市
の

ハ
ー
ト
ン
ホ
テ
ル
北
梅
田
に
て
、「
全

消
協
第
１
回
女
性
連
絡
会
・
ユ
ー
ス

部
合
同
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

合
同
セ
ミ
ナ
ー
は
初
め
て
の
試
み
で
、

運
営
一
同
に
緊
張
・
不
安
が
入
り
混

じ
る
中
、
59
人
の
参
加
者
の
皆
さ
ん

と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
開

会
に
あ
た
っ
て
は
、
須
藤
会
長
か
ら

「
各
単
協
の
取
り
組
み
な
ど
活
発
に
意

見
交
換
を
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
ご
あ

い
さ
つ
い
た
だ
い
た
。

　

１
日
目
は
、
元
自
衛
官
の
五
ノ
井

里
奈
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
ご
自
身

の
体
験
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

五
ノ
井
さ
ん
は
、
小
学
生
の
時
に
東

日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
２
０
２
０
年
に
20
歳

で
自
衛
隊
に
入
隊
。
昨
年
６
月
に
性

暴
力
被
害
を
告
発
し
、
８
月
に
防
衛

省
が
再
調
査
し
た
結
果
、
自
衛
隊
か

ら
の
謝
罪
、
加
害
者
か
ら
の
謝
罪
を

受
け
て
い
る
。
現
在
も
力
強
く
活
動

さ
れ
て
お
ら
れ
、
そ
の
体
験
に
つ
い

て
女
性
連
絡
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
三

好
幹
事
と
対
談
形
式
で
講
演
い
た
だ

い
た
。

　

五
ノ
井
さ
ん
の
体
験
は
と
て
も
壮

絶
な
も
の
で
、
告
発
後
も
世
間
か
ら

の
心
な
い
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
受
け
、

「
死
の
う
と
思
っ
た
」
な
ど
赤
裸
々
に

お
話
し
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、
昨

年
３
月
に
起
き
た
福
島
県
沖
の
地
震

が
五
ノ
井
さ
ん
を
引
き
留
め
て
く
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
を
思
い
出
さ
せ
る
地

震
で
、
生
き
て
立
ち
向
か
う
こ
と
を

改
め
て
教
え
て
く
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
実
名
で
被
害
を
訴
え
る
中

の
恐
怖
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

志
を
持
っ
た
自
衛
隊
と
い
う
職
業
の

中
で
起
き
た
性
暴
力
被
害
は
、
五
ノ

井
さ
ん
の
心
を
壊
し
か
ね
な
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
強
く
感
じ

る
講
演
だ
っ
た
。

　

講
演
後
は
、
五
ノ
井
さ
ん
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
。
質
問
も
飛
び
交
い
な
が
ら
、

「
実
際
に
被
害
を
受
け
た
場
合
や
目
撃
、

相
談
さ
れ
た
場
合
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
て
み
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
相
談
窓
口
の

確
認
や
証
拠
を
ど
う
す
べ
き
か
な
ど

も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
五
ノ
井
さ
ん

か
ら
は
、「
面
談
や
相
談
な
ど
は
録
音

す
る
こ
と
を
勧
め
る
」
と
ご
教
示
い

た
だ
い
た
。
双
方
を
守
る
た
め
に
、

そ
し
て
意
見
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る

た
め
記
録
が
必
要
と
の
こ
と
。
記
録

や
録
音
な
ど
の
発
想
に
な
り
に
く
い

と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
発

見
で
あ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
各
単
協
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者

に
は
新
た
な
発
見
も
多
く
あ
っ
た
よ

う
だ
。
参
加
者
か
ら
の
声
と
し
て
、

「
当
事
者
の
方
か
ら
の
お
話
は
貴
重

だ
っ
た
」「
ま
た
参
加
し
て
み
た
い
」

「
参
集
で
参
加
し
て
み
て
新
鮮
に
感
じ

た
」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
。

　

２
日
目
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
題
し
、

沖
縄
県
ニ
ラ
イ
消
防
職
員
協
議
会
・

又
吉
弥
篤
氏
に
講
義
し
て
い
た
だ
い
た
。

ご
自
身
の
経
験
談
・
消
防
職
場
内
で

の
出
来
事
を
基
に
し
た
講
義
で
あ
り
、

参
加
者
も
身
近
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ

い
て
考
え
る
内
容
で
あ
っ
た
。
中
に

は
涙
を
流
し
受
講
す
る
受
講
者
も
見

ら
れ
、
心
に
響
く
お
話
を
共
有
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

次
に
、
女
性
活
躍
推
進
と
人
の
心

を
動
か
す
会
話
に
つ
い
て
、
全
消
協

ユ
ー
ス
部
・
上
野
将
儀
副
代
表
の
講

義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。

「
女
性
消
防
吏
員
が
も
っ
と
活
躍
す
る

た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
何
を
し

て
い
け
ば
良
い
の
か
、
何
を
考
え
て

い
け
ば
良
い
の
か
」

の
テ
ー
マ
を
基
に
、

参
加
者
間
で
活
発
な

議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

中
に
は
「
資
器
材
の

軽
量
化
は
女
性
隊
員

だ
け
で
は
な
く
、
高

齢
職
員
・
ユ
ー
ス
世

代
を
問
わ
ず
す
べ
て

の
消
防
職
員
に
お
い

て
必
要
な
の
で
は
な

い
か
」
と
い
っ
た
議

題
も
発
表
さ
れ
、
参

加
者
一
同
、
有
意
義

な
時
間
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
ユ
ー
ス

部
代
表
が
２
日
間
の

総
括
を
実
施
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
後
、

セ
ミ
ナ
ー
は
閉
会
と
な
っ
た
。
終
了

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
過
半
数
を

大
き
く
超
え
る
高
評
価
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
。
運
営
一
同
安
堵
し

て
い
る
。

　

今
セ
ミ
ナ
ー
は
全
消
協
女
性
連
絡

会
・
ユ
ー
ス
部
幹
事
が
参
加
し
た
「
Ｐ

Ｓ
Ｉ

-

Ｊ
Ｃ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
セ
ミ

ナ
ー
」
の
経
験
、
知
識
の
共
有
・
還

元
を
主
な
目
的
と
し
た
。
女
性
連
絡

会
・
ユ
ー
ス
部
が
合
同
で
企
画
立
案

か
ら
運
営
ま
で
共
同
実
施
し
た
初
め

て
の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
セ
ミ
ナ
ー
と
区
別
化
す
る
た
め

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
対
し
て
重
点
的
に
主
眼
を
置
き
、

女
性
・
ユ
ー
ス
世
代
の
興
味
関
心
を

促
す
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
と
感
じ
て

い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
精
査
し
、

今
後
も
女
性
・
ユ
ー
ス
部
活
動
活
発

化
の
観
点
か
ら
継
続
し
た
開
催
を
模

索
し
た
い
。

作
成

　女
性
連
絡
会
代
表

　吉
永
紗
弓

ユ
ー
ス
部
代
表

　永
楽
勝
久

全
消
協
第
１
回
女
性
連
絡
会
・
ユ
ー
ス
部
合
同
セ
ミ
ナ
ー

講演する五ノ井さん（上）
五ノ井さんも参加したグループワークの様子（右）

女性連絡会・ユース部あわせ59人が参加した合同セミナー
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３
月
16
日
（
木
）
〜
17
日
（
金
）
の

２
日
間
、
全
消
協
第
５
回
ユ
ー
ス
Ｓ

ｔ
ｅ
ｐ

Ｕｐ
セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
都
・

自
治
労
会
館
で
開
催
し
た
。
過
去
に

実
施
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
続
く
Ｓ
ｔ
ｅ

ｐ

Ｕｐ
と
し
て
、
16
日
は
ウ
ェ
ブ
版
・

17
日
は
参
集
版
と
、
世
代
別
に
内
容

と
開
催
方
法
を
分
け
実
施
し
た
。

　

ウ
ェ
ブ
版
で
は
、「
協
議
会
入
会
か

ら
５
年
以
内
を
目
安
と
し
た
協
議
会

経
験
が
浅
い
方
」
を
対
象
に
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
30
人
の
ユ
ー
ス
会
員
が

参
加
。
３
年
ぶ
り
と
な
る
参
集
版
で
は
、

「
各
県
・
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
青
年
・

ユ
ー
ス
部
長
を
担
っ
て
い
る
方
、
今

後
の
協
議
会
活
動
を
担
う
可
能
性
が

高
い
ユ
ー
ス
会
員
」
を
対
象
に
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
45
人
の
ユ
ー
ス
会
員

が
参
加
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
活
動

の
繋
が
り
か
ら
自
治
労
青
年
部
・
全

水
道
青
年
部
か
ら
も
ご
参
加
い
た
だ

い
た
。
ウ
ェ
ブ
版
で
は
、
未
組
織
消

防
の
方
に
も
セ
ミ
ナ
ー
受
講
を
し
て

い
た
だ
き
、
全
消
協
活
動
を
紹
介
で

き
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

　

ウ
ェ
ブ
・
参
集
版
と
も
に
冒
頭
、

永
楽
ユ
ー
ス
部
代
表
よ
り
、
主
催
者

あ
い
さ
つ
と
本
講
座
の
趣
旨
を
説
明
。

「
ユ
ー
ス
層
活
動
の
活
発
化
が
今
後
の

協
議
会
活
動
に
は
必
須
で
あ
る
。
ユ
ー

ス
世
代
で
横
の
繋
が
り
を
深
め
、
知

識
を
蓄
え
、
協
議
会
活
動
を
ユ
ー
ス

層
か
ら
底
上
げ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
述
べ
た
。

　

ウ
ェ
ブ
版
は
「
協
議
会
活
動
に
必

要
な
基
本
知
識
」
を
学
習
す
る
セ
ミ

ナ
ー
と
位
置
づ
け
た
。
そ
の
内
容
は

「
組
織
の
成
り
立
ち
・
用
語
説
明
」「
賃

金
に
つ
い
て
」「
労
働
条
件
に
つ
い
て
」

と
、
消
防
職
務
そ
の
も
の
に
結
び
付

く
事
項
が
多
く
、
参
加
者
は
熱
心
に

聴
講
を
し
て
い
た
。
参
集
版
は
「
今

後
の
協
議
会
活
動
の
発
展
」
を
考
え

る
セ
ミ
ナ
ー
と
位
置
づ
け
た
。
そ
の

内
容
は
「
協
議
会
に
お
け
る
ユ
ー
ス

世
代
の
役
割
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」「
全
水

道
組
織
と
は
・
消
火
栓
構
造
の
説
明
」

「
自
治
労
青
年
部
と
全
消
協
ユ
ー
ス
部

と
の
連
帯
に
つ
い
て
」
と
、
消
防
協

議
会
だ
け
で
は
な
く
、
各
産
別
と
の

連
帯
に
つ
い
て
も
注
目
し
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
。
参
加
者
同

士
の
熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

ウ
ェ
ブ
版
に
参
加
し
た
ユ
ー
ス
会

員
に
よ
る
終
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

９
割
を
超
え
る
高
評
価
を
い
た
だ
い
た
。

「
他
の
消
防
の
手
当
の
仕
方
や
さ
ま
ざ

ま
な
手
当
の
種
類
を
聞
く
こ
と
が
で

き
て
、
勉
強
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た

声
や
、「
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
と
感

じ
て
い
た
職
場
環
境
が
、
実
は
他
消

防
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
け
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
さ
ら
に
学
び
た

い
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
た
。

　

参
集
版
に
参
加
し
た
ユ
ー
ス
会
員

に
よ
る
終
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
９

割
を
超
え
る
高
評
価
で
、「
自
身
が
Ｓ

ｔ
ｅ
ｐ

Ｕｐ
で
き
た
」
な
ど
の
回
答

を
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
今

後
、
協
議
会
で
模
擬
オ
ル
グ
を
参
考

に
新
規
職
員
へ
オ
ル
グ
を
実
施
し
た

い
」「
自
治
労
と
合
同
学
習
会
を
実
施

し
た
い
」
と
い
う
声
や
、「
単
協
内
の

課
題
解
決
に
向
け
て
同
じ
市
町
村
で

働
く
自
治
労
・
全
水
道
と
の
連
携
は

必
要
だ
と
感
じ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
・
県
・

単
協
単
位
で
若
年
層
か
ら
連
携
を
提

起
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
声
を
い

た
だ
い
た
。

　

今
後
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
問
わ
な
い

ユ
ー
ス
世
代
の
地
位
向
上
と
職
場
環

境
改
善
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
ユ
ー

ス
会
員
か
ら
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

世
代
の
希
望
に
応
じ
た
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
、
全
消
協
ユ
ー
ス
部
は
継
続
し

た
開
催
を
実
施
す
る
。

ユ
ー
ス
部
代
表

　永
楽
勝
久

全
消
協
第
５
回
ユ
ー
ス
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
Ｕｐ
セ
ミ
ナ
ー

自治労青年部（上）と全水道青年部（下）も参加したセミナー

参加者から高評価を得た「第5回ユース Step Upセミナー」
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Ｉ
Ｌ
Ｏ
議
長
集
約
に
か
か
る

定
期
協
議
の
実
施

　

最
近
読
ん
だ
本
の

中
で
「
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
・
フ
レ
ン
ド
」
と

い
う
言
葉
が
出
て
き

ま
し
た
。
日
本
語
訳
す
る
と
「
批
判
も
す
る
友
達
」

と
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。「
大
切
な
友
人
に
間
違
い

を
さ
せ
な
い
・
正
す
」
た
め
の
行
為
で
あ
り
、「
大

切
な
友
人
だ
か
ら
こ
そ
お
こ
な
う
批
判
」
と
の
こ

と
で
す
。
ま
さ
に
私
達
が
行
っ
て
い
る
活
動
も
こ

の
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
フ
レ
ン
ド
」
で
、
消
防
と

い
う
崇
高
な
職
務
に
つ
く
仲
間
が
間
違
い
を
起
こ

さ
ず
安
全
に
職
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
政
府
・

当
局
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、「
活
動
し
て
い
る
方
に
は
、

勧
告
や
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
す
ぐ
問
題
解

決
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
よ
う
だ
が
、

そ
う
で
は
な
い
、
政
府
に
向
け
て
の
勧
告
で
は
あ

る
が
、
実
質
的
に
は
活
動
し
て
い
る
人
達
が
そ
れ

を
使
っ
て
政
府
に
実
施
さ
せ
る
た
め
に
書
い
て
い

る
」
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
達
は
国
際
機
関
か
ら

勧
告
が
出
て
い
る
こ
と
に
満
足
し
て
、
そ
の
ツ
ー

ル
を
上
手
く
使
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
さ
せ
ら
れ
る
文
章
で
し
た
。

　

消
協
活
動
は
消
防
職
員
が
安
心
安
全
に
業
務
を

行
い
、
そ
の
安
心
安
全
が
市
民
の
方
々
の
安
心
安

全
に
つ
な
が
る
活
動
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
国
際

機
関
か
ら
の
支
持
も
受
け
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
全
国
の
仲
間
の
た
め
、「
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
・
フ
レ
ン
ド
」
と
し
て
消
協
活
動
に
邁
進
し
、

共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

岡
大
祐
（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
）

今後の予定

研究集会
（広島市広島国際会議場）

第47回定期総会
（函館市函館市民会館）

2023年 6月9日(金）・10日(土）

2023年 9月2日(土）

全消協ではホームページのほか、
Facebook・Twitter・Instagramを
開設しています！

ホームページを改修中です。
少しずつ刷新され、
2023年度中に完成予定です。
ぜひアクセスしてください。

お
知
ら
せ

　

３
月
13
日
（
月
）、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
議
長
集

約
に
か
か
る
定
期
協
議
が
総
務
省
に

て
開
催
さ
れ
た
。

　

消
防
が
警
察
同
視
と
さ
れ
る
考
え

方
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、

消
防
の
24
時
間
勤
務
の
課
題
に
つ
い
て
、

現
場
の
実
情
を
踏
ま
え
説
明
し
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

消
防
業
務
の
歴
史
を
遡
る
と
、

１
９
４
８
年
３
月
７
日
、
消
防
組
織

法
の
施
行
に
よ
り
、
警
察
か
ら
完
全

に
分
離
し
た
が
、
そ
の
後
、
救
急
業

務
の
開
始
、
多
発
す
る
自
然
災
害
、

そ
し
て
特
に
こ
こ
数
年
の
感
染
症
へ

の
対
応
な
ど
、
約
80
年
前
と
比
較
す

る
と
消
防
の
目
的
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

消
防
職
員
の
労
働
環
境
は
、
休
憩

時
間
の
自
由
利
用
の
原
則
が
制
限
さ

れ
、
一
斉
付
与
の
原
則
、
途
中
付
与

の
原
則
が
確
保
で
き
な
い
な
ど
、
十

分
な
休
憩
が
取
れ
な
い
中
、
多
発
す

る
救
急
出
動
や
火
災
、
自
然
災
害
へ

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
疲

労
が
積
み
重
な
り
判
断
力
の
低
下
を

招
く
と
、
人
命
に
か
か
わ
る
事
故
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

近
年
は
育
児
休
業
や
介
護
休
暇
等
長

期
休
業
後
か
ら
の
復
帰
や
定
年
引
上

げ
に
よ
る
高
齢
期
職
員
の
働
き
方
な
ど
、

現
在
の
勤
務
体
制
を
継
続
し
て
い
け

る
の
か
、
検
討
す
べ
き
課
題
が
多
く

あ
る
の
が
実
状
で
あ
る
。

　

全
消
協
で
は
、
今
年
度
定
年
年
齢

の
引
上
げ
に
つ
い
て
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
を
つ
く
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
協
議
を
継

続
し
て
い
く
。

第10回

活発な議論が展開された定期協議


